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小林：早速、AGE technologies さんが現在取り組ん

でいるビジネスの概要をお聞かせいただけますでしょ

うか？

塩原：弊社 AGE technologies は、今年で 5 期目を
迎えるいわゆるスタートアップになります。

ご遺族の方の相続手続きを効率化することをス
ローガンに掲げ、「そうぞくドットコム不動産」と
いうサービスを提供しています。

小林：相続に伴う不動産の名義変更手続きがネットで

簡単にできるサービスを展開されているとのことです

が、具体的にどのようなサービスを提供されているの

ですか？

塩原：相続に伴う不動産の名義変更手続きには大き
く分けて 2 つの課題があると考えていて、それらを
解決するサービスを提供しています。まず 1 つめは、
相続が発生した際に相続人が誰なのかを証明するた
めの戸籍謄本や住民票などの書類を集める作業で
す。この作業については書類を弊社側がお客様に代
わって取得しています。

高齢化社会にテクノロジー革命を起こす
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相続人を悩ませる、相続で発生した不動産の名義変更手続き。その煩雑な手間のかかる作業をオンラインで

完結するサービス「そうぞくドットコム不動産」を提供しているのが、今注目を集めるスタートアップ企業

の AGE technologies だ。今回は「相続手続きの効率化」を掲げてエンディング産業に新たな風を吹き込む、

AGE technologies の若き経営者 塩原 優太社長に話を伺った。

塩原 優太（しおはら・ゆうた）
新卒で IT 広告代理店のオプトに入社、Web 広告の運用実務
を経験。その後アプリ開発を行うスタートアップを経て、中
小企業の相続・事業承継に特化したコンサルティング企業
へ入社。拡大する超高齢社会に起こる課題の大きさを感じ、
2018 年、マーク・オン（旧社名）を創業。2021 年、AGE 
technologies へ社名変更。
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進んだりする可能性も考えられます。弊社のツール
を使っていただければ、お客様には「誰が何を相続
するか」という意思決定を、簡単な選択式で入力し
ていただくことで、自動で書類を作成することが可
能です。

小林：相続の手続きの DX 化を進められているという

ことですね。

塩原：そうですね。相続の書類は、完成されたもの
だけを見ると、そこまで複雑には見えないのですが、
実はすごく状況による条件分岐やパターンが多いん
です。遺言があるのかないのか、どういう家族関係
なのか、資産がどれだけあるのか…数をあげればき
りがありません。
そういったことをお客様の意図に沿ってコンピュー
ターが自動生成する DX サービスを提供しています。

 

小林：大変若くして相続分野で起業された、塩原社長ご

自身のことをお聞きできればと思います。起業をされた

きっかけや背景をお聞かせいただけますでしょうか。

塩原：起業を考えたのは、20 歳くらいのときです。
実は起業のきっかけとなった強烈な原体験はないの
ですが、就職活動をしていた時にいろいろな経営者
の方の本を読みまして。思い返せばそこから影響を

2 つ目は、登記申請書や遺産分割協議書などの書
類の作成です。遺産相続に用いる専門性の高い書類
作成も、弊社が提供しているツールを使っていただ
ければ簡単に作成いただくことが可能です。この 2
つを通じ、煩雑な手間のかかる不動産の名義変更手
続きがオンラインで完結するサービスです。

また、日本全国の手続きに対応していますので、
全国の不動産で利用いただけます。「実家から離れ
た遠方に住んでいる方」などが手続きをする際に、
現地まで行かなくても手続きが完了するという点が
大きなメリットとなっており、実際に利用ユーザー
の約半数が、遠方不動産の名義変更手続きで利用し
ています。さらに、「そうぞくドットコム不動産」は、
相続する不動産の数が複数あっても、料金が変わら
ない定額のサービスで、価格の分かりやすさ、明朗
会計という点も特徴の 1 つです。

小林：遺産相続の書類の作成はとても複雑なイメージ

があるのですが、自動で作成できるツールがあるので

すか？

塩原：相続の際に作成する書類は非常に細かいルー
ルが決められていて、少しでも不備があると差し戻
しになってしまいます。さらに場合によっては記載
の誤りなどにより、意図していない内容で手続きが

「原体験はない」
それでも相続分野で
起業したその理由

「そうぞくドットコム不動産」サービスサイト
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受けたことがきっかけかなと思います。その頃から、
何年後かには起業しようというのを意識しはじめま
した。

小林：最初は起業はせず、就職をされたのですね。ど

ういった分野の企業に就職されたのでしょうか？

塩原：最初はインターネット広告の会社に就職しま
した。当時インターネット産業は成長も著しかった
のでいつか起業をするならインターネット業界を経
験しておくべきだと思い入社を決めました。

小林：その後に「やはり起業をしよう」と思われたタ

イミングはいつごろですか？相続の領域を事業として

選んだ背景も教えてください。

塩原：新卒で入った会社を退職後、転職を 2 回はさ
みましたが、それぞれ意味のある転職だったと思っ
ています。2 社目はまさしくスタートアップという
規模感の会社で、社員も今の弊社より少なくて 5 人
くらい、社長含め 20 代、30 代のメンバーが集まっ
た若い会社でした。そこで「スタートアップのイロ
ハ」じゃないですけど、こんなに大変で、こんなに
楽しいんだということを学びました。前職にあたる
3 社目の会社は、中小企業の経営者の方の生前対策
とコンサルティングを行う事業を行っていました。
そこでの仕事が直接的に相続や終活の事業での起業
に繋がっていきました。

小林：塩原さんはお若いので、相続の経験はなかった

のではないですか？

塩原：そうですね。特に相続で自分が困ったとか、
私の親が困ってるのを見たことはありませんでした。

小林：そこから、この業界で起業するぞ！みたいな特

別なきっかけはあったんですか？

塩原：実は、特に強烈な原体験があったわけではあ
りません。挙げるならきっかけは 3 つあって、1 つは、

「相続」という課題の普遍性です。「人が亡くなる」と
いうことは今後も絶対になくならない。すごく難し
い領域だと思うんですけども、課題も多い、まずは 1
つの課題に向き合って解決ができれば、中長期に渡っ
て幅広く相続関連の課題解決に向けたソリューショ
ン提供を続けていける可能性があると考えました。

もう 1 つは、よく言われることですが、市場の大
きさですね。今私たちで取り組んでいる「相続手続
きの効率化」というところだけを見ると、そこまで
すごく大きいわけではありません。しかしながら、
高齢者の方のデータを扱ったり、シニアビジネスと
いうところまで広げていくと、大きな市場がみえて
くると考えました。日本は世界の中でも高齢化比率
が圧倒的に高いので。

最後は、世の中の流れを見て「このタイミングだ」
と思ったことです。例えば、この 10 年でお葬式な
どのエンディング産業全体の DX 化が進んできまし
たよね。“リーガルテック”という言葉が出てきた
タイミングでもありました。その 3 つがちょうどリ
ンクして、相続の領域での起業に踏み切りました。

小林：かなり綿密に考えた上での起業だったのですね。

起業された時は、提供するサービス内容は決まってい

たのですか？

塩原：大枠は決まっていたのですが、サービスの設
計やデザイン、どう拡大していくかといったところ
は、開発しながら試行錯誤を重ねて、という感じで
すね。

AGE technologies 創業メンバー
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頂けなかったんですよね。それらを改善して、あえ
てアナログを折り混ぜるサービス設計に変えていっ
たところ、かなり利用者を増やすことができました。
そこからは順調にユーザー数を伸ばしています。

小林：なるほど。アナログも織り交ぜたとのことですが、

今「そうぞくドットコム不動産」を使われてるお客さ

んは何歳ぐらいの方が多いですか？

塩原：わりと幅広く、60 代から 30 代くらいまでの
方にお使いいただいています。年齢層が高い方でも
問題なくお使いいただけるような設計を意識してい
ます。

小林：やはりユーザーさんの声はサービスにフィード

バックするようにしているのでしょうか？

塩原：はい、アンケートサイトを利用して、ご利用
者様の声を積極的に集めるようにしています。私た
ちにとっては馴染みのある UI だったとしても、ご
利用者様から「分かりにくい」という声があった場
合、ある程度その「分からない」が集まったときは、
そこは改善すべきだと思っています。

 

​​ 

小林：やはり創業メンバーは少数精鋭だったのでしょ

うか？

塩原：はい。コアな創業メンバーが私を含めて 3 人
おりまして、私以外の 2 人はエンジニアです。私が
投資家への説明などのビジネス全般を担当して、後
の 2 人がエンジニアとしてサービスを開発していく
形ですね。そのあと 4 人目に司法書士が加わり、初
期チームが完成、4 人でサービスを立ち上げていき
ました。

小林：黎明期はたくさん苦労をされたと思うんですけ

ど、5 年の中で一番大変だったのはどのようなときで

すか？

塩原：基本常に大変ではあるのですが（笑）やはり、
ローンチしたサービスがなかなか市場に受け入れら
れない時期が最初の 1 年目ぐらいの頃にありまし
た。まずは使ってもらわないと仕方がないという中、
ここからどうやってユーザーを広げていけばいいの
だろうか、という壁にぶちあたりました。それがだ
いたい 2019 年ぐらいですね。

小林：最近では「そうぞくドットコム不動産」の累計

登記不動産件数が 1 万 3000 件を超えているとお聞き

しましたが、「軌道に乗ってきた」と思われたタイミン

グはいつごろですか？

やっぱりうまくいったポイントをお聞かせください。

塩原：弊社が最初立ちあげたときは「相続手続きを
効率化する」という大義へのこだわりがかなり強
かったのですが、今思うとユーザーさんのことを無
視した、自分達目線の設計だったと思います。「こ
れは、QR コード使えば良いのでは」とか、「これ
はチャットでいけそうだ」みたいな考えで開発しま
した。しかしそれだと斬新すぎる部分もあって利用

ぶち当たった
相続×デジタルの壁

「そうぞくドットコム不動産」に寄せられたアンケート
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小林：2024 年 4 月から不動産登記が義務化されます

が、これは御社にとって大きなビジネスチャンスなの

ではないでしょうか？

塩原：はい、相続登記が義務化されることで、相続
発生後 3 年以内に登記をしないと罰金が課されると
言うことは、弊社にとっては大きなチャンスだと
思っています。インターネットで簡単にできるサー
ビスはかなりニーズがあると考えています。私たち
としてはそのタイミングまでにもっとメジャーにな
りたいですね。困った時に「そういえば『そうぞく
ドットコム不動産』があるじゃないか」と最初に思
い出していただけるようなポジションを取りにいき
たいと考え、ビジネスに取り組んでいます。

小林：さらに塩原社長がイメージされる未来の終活領

域のデジタルの可能性や、「こういう風になっていくん

じゃないか」といったビジョンはおありですか？

塩原：「そうぞくドットコム不動産」をご利用いた
だくにあたってユーザーさんにアカウントを発行い
ただいているのですが、それを今後「ファミリーア
カウント」としてご利用いただきたいという構想が
あります。家族の相続の記録をデジタルデータとし
て代々受け継いでいくイメージです。紙の書類で保
管すると紛失や消失の可能性がありますが、デジタ
ルであればその心配もありませんから。世代を超え
た、デジタルデータ集計みたいなことをやりたいで
す。あとは自治体行政の DX と最適な連携を取れる

ようにしていきたいです。そうなれば本当に便利な
未来が来ると考えています。

小林：家族間の意思決定は特に生前の大きな課題なの

で、ファミリーアカウントという概念は目からウロコ

が落ちました。お客様のライフタイムバリューを伸ば

すことにも繋がりますし。

あとはいわゆる地方自治体側の DX についてですが、

現状はどのような感じなのでしょうか？

塩原：行政はデジタル庁も立ち上げるなど間違いな
く DX の方向に向かってますが、おそらく行政が民
間事業者と手を組んで DX 化を進めていく形になる
のではないでしょうか。今後我々もそういったとこ
ろで連携していけるようになっていきたいと考えて
います。

小林：最後に、塩原社長からメッセージをいただけま

すでしょうか。

塩原：本日お話させていただいた通り、「そうぞく
ドットコム不動産」は日々改善しておりまして、こ
れからさらに使いやすいサービスになっていくと思
います。私どもは「相続手続きといえば『そうぞく
ドットコム』」というような日本を代表する終活サー
ビスになるべく日々努力しておりますので、この記
事をお読みになられている事業者さん、プレイヤー
さんとともに日本の終活を効率化していければなに
よりの幸いです。全ての方が悔いのない終活ができ
るよう、ぜひエンディング産業を一緒に盛り上げて
いきましょう！

塩原社長が考える
終活領域の

デジタル化構想

不動産登記義務化を
ビジネスチャンスに

株式会社 AGE technologies  塩原 優太 代表のインタ

ビュー動画を月刊仏事 WEB にてご覧頂けます。

2022 年 8 月 18 日、配信開始の予定。

https://butsuji.net/shukatsu/14306


